




































(例)山田太郎, ｢DSSの現状｣, 『情報科学研究』,第3巻,第2号, 1992年4月, 10-20ページ.
(参　和著書:著者名, 『書籍名』,出版社,発行年.
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(例)山田太郎, ｢DSS｣,鈴木一郎編『情報システムの変遷』, JCN出版, 1995年, 123-147ペー
ジ.
④　洋雑誌:著者名, "論文名",雑誌名,巻数,号数,発行年月日,掲載ページ.
(例) Smith, J., "An Introduction to DSS", DSS JouT･nal, Vol. 3, No. 2, April 1992, pp, log-126.
⑤　洋著書:著書名,書籍名,出版社,発行年.
(例) Smith, J., TIle Development of DSS, DSS Press, 1993.
⑥　洋編著:著者名, …論文名",編著者名,書籍名,出版社,発行年,掲載ページ.
(例) Smith, J, "The Principle orDSS", Jones, D. (ed.),助tory of DSS, DSS Press, 1997, pp. 323-
359.
7.その他,疑義がある場合は,一般に広く認められている書式を一貫して使用すること｡
